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じ
め
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日
本
は
海
に
囲
ま
れ
た
島
国
で
あ
る

―
各
種
メ
デ
ィ
ア
や
日
常
会
話
、
学
校
教
育
を
通
じ
て
今
日
ま
で
再
生
産
さ
れ
て
き
た
自
国
像
で
あ
り
、
そ
こ
に

は
日
本
人
の
「
閉
鎖
性
」
イ
メ
ー
ジ
が
伴
う
こ
と
が
多
い
。
そ
の
一
方
、
近
年
で
は
海
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
歴
史
研
究
も
充
実
す
る
よ
う
に
な
り
、
海
に

囲
ま
れ
た
日
本
は
対
外
活
動
が
旺
盛
で
開
放
的
な
歴
史
を
紡
い
で
き
た
と
の
史
観
が
、
社
会
に
普
及
し
つ
つ
も
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
海
を
意
識
し
た
日
本
の
対
外

構
想
も
、
今
日
ま
で
し
ば
し
ば
検
討
さ
れ
て
き
た（

（
（

。
そ
の
先
駆
と
な
っ
た
の
は
、
日
本
が
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
八
条
国
に
移
行
し
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
を
果
た
し
た
一
九
六

四
年
、
国
際
政
治
学
者
高
坂
正
堯
が
発
表
し
た
「
海
洋
国
家
日
本
の
構
想（

（
（

」
で
あ
る
。
こ
れ
に
代
表
さ
れ
る
海
洋
国
家
論
は
、
お
お
む
ね
島
国
と
い
う
日
本

（
１
）	

先
駆
的
に
は
渋
沢
敬
三
や
宮
本
常
一
が
漁
民
や
漁
村
の
民
俗
史
研
究
を
、
と
り
わ
け
一
九
八
〇
年
代
以
後
は
中
世
史
の
網
野
善
彦
ら
が
海
民
史
研
究
を
牽
引
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
、

宮
本
常
一
『
日
本
文
化
の
形
成
』
講
談
社
、
二
〇
〇
五
年
。
網
野
善
彦
『
海
民
と
日
本
社
会
』
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
八
年
。

（
2
）	

二
一
世
紀
以
後
の
も
の
で
は
、
た
と
え
ば
、
伊
藤
憲
一
監
修
『
二
一
世
紀
日
本
の
大
戦
略

―
島
国
か
ら
海
洋
国
家
へ
』
フ
ォ
レ
ス
ト
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
。
同
監
修
『
海
洋
国
家
日

本
の
構
想

―
世
界
秩
序
と
地
域
秩
序
』
日
本
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
〇
一
年
。
村
山
裕
三
『
経
済
安
全
保
障
を
考
え
る

―
海
洋
国
家
日
本
の
選
択
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、

二
〇
〇
三
年
。
宮
城
大
蔵
『「
海
洋
国
家
」
日
本
の
戦
後
史
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
八
年
（
増
補
版
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
〇
一
七
年
）
ほ
か
。

（
3
）	

高
坂
正
堯
「
海
洋
国
家
日
本
の
構
想
」『
中
央
公
論
』
一
九
六
四
年
九
月
（
の
ち
同
『
海
洋
国
家
日
本
の
構
想
』
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
年
〔
中
公
ク
ラ
シ
ッ
ク
ス
、
二
〇
〇
八
年
〕

に
所
収
）。
政
治
学
者
ら
に
よ
る
彼
の
言
説
の
検
討
は
、
中
西
寛
・
五
百
旗
頭
真
編
『
高
坂
正
堯
と
戦
後
日
本
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
一
六
年
を
参
照
。
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の
地
理
的
特
性
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
、
軍
事
力
で
は
な
く
通
商
力
に
重
心
を
置
い
た
立
国
や
、
海
洋
資
源
の
戦
略
的
開
発
を
説
い
て
き
た
。

　

一
九
六
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
み
ら
れ
る
こ
う
し
た
対
外
構
想
の
歴
史
的
淵
源
は
、
ど
こ
に
見
い
だ
せ
る
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
一
八
八
〇
年
代
後

半
か
ら
日
露
戦
争
前
後
ま
で
の
明
治
期
南
進
論
に
着
目
し
、
経
済
的
利
益
の
追
求
を
対
外
構
想
の
柱
に
掲
げ
た
志
賀
重
昂
、
田
口
卯
吉
、
渋
沢
栄
一
、
竹
越

與
三
郎
ら
の
議
論
を
中
心
に
検
討
を
試
み
る
。
も
ち
ろ
ん
、
林
子
平
『
海
国
兵
談
』（
一
七
八
七
〜
九
一
年
）
な
ど
、「
海
国
」
日
本
の
あ
り
方
に
関
す
る
先

駆
的
業
績
も
近
世
に
見
い
だ
せ
る
が
、
多
く
は
異
国
船
の
増
加
を
前
に
し
た
国
防
（
海
防
）
論
を
主
題
と
し
て
い
る
。
ま
た
長
州
藩
直
目
付
の
長
井
雅
楽
が

著
し
、
藩
主
や
幕
府
に
好
意
的
に
迎
え
ら
れ
た
通
商
国
家
論
「
航
海
遠
略
策
」（
一
八
六
一
年
）、
あ
る
い
は
土
佐
藩
の
坂
本
龍
馬
に
よ
る
海
援
隊
の
活
動
（
一

八
六
五
〜
六
八
年
）
や
「
船
中
八
策
」（
一
八
六
七
年
）
な
ど
も
検
討
対
象
と
し
て
有
力
と
思
わ
れ
る
が
、
藩
の
利
益（

（
（

に
留
ま
ら
ず
に
「
海
国
」
日
本
の
総
合

的
な
対
外
構
想
が
提
示
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
日
本
が
西
欧
国
際
体
系
に
本
格
的
に
参
画
す
る
明
治
以
後
を
待
た
ね
ば
な
る
ま
い
。

　

そ
れ
で
は
、
一
九
世
紀
末
以
後
の
南
進
論
者
は
ど
の
よ
う
な
対
外
構
想
を
展
開
し
た
の
か
。
こ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
連
綿
と
続
く
戦
後
の
海
洋
国
家

論
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
を
検
討
す
る
と
い
う
点
か
ら
、
一
定
の
意
義
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
に
関
連
す
る
先
行
研
究
に
は
、
主
に
明
治
期
南
進
論
を
戦

前
の
南
進
論
の
歴
史
的
推
移
の
中
に
位
置
づ
け
る
も
の（

（
（

、
日
本
外
交
史
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
も
の（

（
（

、
そ
し
て
外
交
思
想
史
的
側
面
か
ら
検
討
す
る
も
の（

（
（

が

み
ら
れ
る
。
本
稿
は
こ
う
し
た
先
行
研
究
を
参
考
に
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
て
見
逃
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
軍
事
的
側
面
を
視
野
に
入
れ
た
上
で
、
明
治

期
南
進
論
の
対
外
構
想
を
分
析
す
る
。

　

本
稿
に
い
う
対
外
構
想
と
は
、
特
定
の
外
交
政
策
や
外
交
案
件
に
関
す
る
方
針
で
は
な
く
、
国
際
関
係
に
お
け
る
国
家
の
あ
り
方
に
関
す
る
、
外
交
・
軍

事
的
側
面
を
含
む
総
合
的
デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
い
わ
ば
国
家
・
国
民
の
対
外
発
展
に
関
す
る
規
範
の
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
外
交
政
策
や
外
交
構
想

の
基
底
を
な
す
も
の
と
も
い
え
よ
う
。
酒
井
一
臣
は
「
社
会
外
交
史（

（
（

」
と
い
う
語
を
用
い
、
近
代
日
本
外
交
史
研
究
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
国
内
の
文
明
観

や
社
会
情
勢
、
国
際
秩
序
認
識
を
視
野
に
入
れ
る
必
要
を
説
く
。
本
稿
は
そ
う
し
た
問
題
意
識
を
共
有
し
つ
つ
、
明
治
期
南
進
論
の
成
立
背
景
（
第
二
節
）

と
対
外
構
想
の
諸
相
（
第
三
節
）、
そ
の
論
拠
と
し
て
の
自
国
／
他
者
（
南
洋
）
イ
メ
ー
ジ
（
第
四
節
）
に
つ
い
て
検
討
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
対
外
構
想
が

結
果
と
し
て
公
式
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
が
た
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
を
考
察
し
た
い
（
第
五
節
）。

二　

明
治
期
南
進
論
と
そ
の
成
立
背
景
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本
節
で
は
、
外
交
論
壇
に
お
い
て
明
治
期
南
進
論
が
隆
盛
し
て
き
た
政
治
社
会
的
背
景
を
抑
え
て
お
く
。
矢
野
暢
に
よ
れ
ば
、
南
進
論
と
は
「
南
洋
を
日
本

の
利
益
圏
と
し
て
捉
え
、
南
洋
へ
の
進
出
を
正
当
化
す
る（

（
（

」 

思
想
を
指
す
。
南
洋
の
指
し
示
す
地
域
は
時
代
や
論
者
に
よ
っ
て
変
わ
る
が
、
明
治
期
に
お
け
る

（
4
）	

事
実
、
も
と
も
と
長
井
の
構
想
は
長
州
藩
を
「
海
国
」
と
み
な
し
、
そ
の
繁
栄
を
念
頭
に
置
い
て
著
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
長
井
雅
楽
「
航
海
遠
略
策
」
吉
田
常
吉
・
佐
藤
誠
三
郎
校

注
『
幕
末
政
治
論
集
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
。

（
5
）	

先
駆
的
か
つ
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
入
江
寅
次
『
明
治
南
進
史
稿
』
井
田
書
店
、
一
九
四
三
年
。
紀
田
順
一
郎
「
南
国
記
」
判
沢
弘
編
『
ア
ジ
ア
へ
の
夢
』
明
治
の
群
像
（
六
）、

三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
。
矢
野
暢
『「
南
進
」
の
系
譜
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
五
年
。
同
『
日
本
の
南
洋
史
観
』
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
年
。
大
畑
篤
四
郎
「『
南
進
』
の
思
想

と
政
策
の
系
譜
」
正
田
健
一
郎
編
『
近
代
日
本
の
東
南
ア
ジ
ア
観
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
八
年
。
清
水
元
『
ア
ジ
ア
海
人
の
思
想
と
行
動

―
松
浦
党
・
か
ら
ゆ
き
さ
ん
・

南
進
論
者
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
、
一
九
九
七
年
。
森
久
男
「
解
説
」
鈴
木
経
勲
『
南
洋
探
検
実
記
』
平
凡
社
、
一
九
八
〇
年
。

（
6
）	

た
と
え
ば
、
岡
義
武
「
国
民
的
独
立
と
国
家
理
性
」『
岡
義
武
著
作
集
』
第
六
巻
、
一
九
九
三
年
（
初
出
一
九
六
一
年
）。
入
江
昭
「
平
和
的
発
展
主
義
と
日
本
」『
中
央
公
論
』

一
九
六
九
年
一
〇
月
。
北
岡
伸
一
「
海
洋
国
家
日
本
の
戦
略

―
福
沢
諭
吉
か
ら
吉
田
茂
ま
で
」『
平
成
一
五
年
度 

戦
争
史
研
究
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
』
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
、

二
〇
〇
四
年
。

（
7
）	

た
と
え
ば
、
森
久
男
「
田
口
卯
吉
の
植
民
論
」
小
島
麗
逸
編
『
日
本
帝
国
主
義
と
東
ア
ジ
ア
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
九
年
。
有
賀
定
彦
「
明
治
期
に
お
け
る
『
南
進
』
論
の

一
系
譜

―
菅
沼
貞
風
『
新
日
本
の
図
南
の
夢
』
を
め
ぐ
っ
て
」
長
崎
大
学
『
東
南
ア
ジ
ア
研
究
年
報
』
第
二
六
集
、
一
九
八
四
年
。
天
沼
香
「
明
治
中
期
国
粋
主
義
者
の
移
民
観

―
政
教
社
、
杉
浦
重
剛
の
移
民
論
か
ら
」『
東
海
女
子
大
学
紀
要
』
第
六
号
、
一
九
八
六
年
。
清
水
元
「
明
治
中
期
の
『
南
進
論
』
と
『
環
太
平
洋
』
構
想
の
原
型

―
志
賀
重
昂

『
南
洋
時
事
』
を
め
ぐ
っ
て
」
一
・
二
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
三
二
巻
第
九
号
、
一
九
九
一
年
九
月
・
第
三
二
巻
第
一
〇
号
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
。
広
瀬
玲
子
「
明
治
中
期
の
南
進
論
と

ア
ジ
ア
主
義

―
菅
沼
貞
風
と
福
本
日
南
を
中
心
に
」『
北
海
道
情
報
大
学
紀
要
』
第
八
巻
第
二
号
、
一
九
九
七
年
三
月
。
亀
井
秀
雄
「『
南
洋
時
事
』
研
究
」『
北
大
百
二
十
五
年
史
』

論
文
・
資
料
編
、
二
〇
〇
三
年
。
三
牧
聖
子
「
世
紀
転
換
期
の
通
商
立
国
論

―
明
治
期
南
進
論
再
考
」『
日
本
思
想
史
学
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
六
年
。
竹
村
民
郎
「
一
九
世
紀
末
葉

日
本
に
お
け
る
海
洋
帝
国
構
想
の
諸
類
型
」『
竹
村
民
郎
著
作
集
』
第
二
巻
、
三
元
社
、
二
〇
一
二
年
。

（
8
）	

酒
井
一
臣
『
近
代
日
本
外
交
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
秩
序
』
昭
和
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
頁
。
こ
の
問
題
意
識
を
共
有
す
る
と
思
わ
れ
る
代
表
的
研
究
と
し
て
、
小
林
啓
治
『
国
際
秩
序

の
形
成
と
近
代
日
本
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
。
酒
井
哲
哉
『
近
代
日
本
の
国
際
秩
序
論
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
。
歴
史
社
会
学
的
分
析
に
ウ
ェ
ー
ト
を
置
き
、
日
本
の
民

族
論
か
ら
対
外
発
展
の
あ
り
方
を
照
射
し
た
も
の
と
し
て
、
小
熊
英
二
『
単
一
民
族
神
話
の
起
源

―
〈
日
本
人
〉
の
自
画
像
』
新
曜
社
、
一
九
九
五
年
。

（
9
）	

矢
野
『
日
本
の
南
洋
史
観
』、
五
二
頁
。
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南
洋
地
方
と
は
お
お
む
ね
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
そ
し
て
太
平
洋
島
嶼
地
域
全
般
を

指
す
。
の
み
な
ら
ず
南
米
を
含
め
て
南
進
を
説
く
場
合
も
し
ば
し
ば
観
察
さ
れ
、
い
わ
ば
日
本
の
発
展
の
地
と
し
て
環
太
平
洋
地
域
の
ほ
ぼ
全
域
を
想
定
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
期
南
進
論
者
が
構
想
上
の
対
立
軸
と
し
た
の
は
、
中
国
や
朝
鮮
半
島
へ
の
積
極
的
関
与
を
説
く
北
進
論
で
あ
っ
た
。

ま
た
進
出
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
南
洋
地
方
の
「
無
主
地
」
を
中
心
に
領
土
獲
得
（
植
民
地
化
）
や
現
地
の
反
白
人
抵
抗
運
動
へ
の
合
流
を
説
く
議
論
も
散

見
さ
れ
る
が（

（1
（

、
お
お
む
ね
移
民
や
通
商
な
ど
経
済
的
活
動
を
通
じ
た
進
出
を
説
く
傾
向
に
あ
っ
た
（
次
節
で
は
後
者
の
議
論
の
検
討
を
進
め
る
。
以
下
、
特

に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
明
治
期
南
進
論
と
い
え
ば
こ
の
タ
イ
プ
の
議
論
を
指
す
も
の
と
す
る
）。

　

南
進
論
と
総
称
さ
れ
る
思
想
は
太
平
洋
戦
争
期
ま
で
あ
り
続
け
た
が
、
時
期
に
よ
っ
て
議
論
の
緩
急
は
変
わ
る
し
、
外
交
論
壇
に
お
け
る
流
行
の
浮
沈
も

あ
る
。
幕
末
期
に
は
す
で
に
南
進
を
促
す
議
論
が
散
見
さ
れ
る
も（

（1
（

、
維
新
後
そ
の
勢
い
は
中
国
や
朝
鮮
へ
の
関
心
に
押
さ
れ
た
。
明
治
二
〇
年
代
（
一
八
八

〇
年
代
後
半
）
か
ら
日
清
戦
争
に
か
け
て
最
初
の
流
行
が
到
来
し
、
戦
後
台
湾
を
獲
得
し
た
こ
と
が
南
進
の
展
開
へ
の
契
機
と
な
り
え
た
。
そ
の
後
南
進
論

も
弾
み
が
つ
く
か
と
思
わ
れ
た
が
、
義
和
団
事
件
（
一
九
〇
〇
年
）
以
後
、「
臥
薪
嘗
胆
」
の
下
で
ロ
シ
ア
や
大
陸
方
面
へ
対
外
的
関
心
の
重
心
は
戻
っ
た
。

や
が
て
日
露
戦
争
を
経
て
大
陸
・
朝
鮮
権
益
を
日
本
が
確
保
す
る
と
、
明
治
末
か
ら
第
一
次
大
戦
に
か
け
て
南
進
論
の
流
行
が
再
来
す
る
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た
明
治
期
南
進
論
の
流
行
以
前
に
南
進
が
政
策
と
し
て
現
実
化
し
た
例
は
あ
る
。
明
治
六
年
の
政
変
に
よ
り
征
韓
派
が
下
野
し
て
大
久

保
利
通
が
政
権
の
中
枢
を
掌
握
し
た
後
、
一
定
期
間
南
進
が
政
策
の
中
心
と
な
っ
た
。
同
政
変
の
翌
一
九
七
四
年
に
は
台
湾
出
兵
を
挙
行
す
る
一
方
、
七
五

年
に
は
千
島
・
樺
太
交
換
条
約
に
よ
っ
て
北
方
の
国
境
を
ひ
と
ま
ず
確
定
し
た
。
ま
た
、
七
三
年
に
ア
メ
リ
カ
が
小
笠
原
諸
島
の
占
領
放
棄
を
宣
言
し
た
の

を
受
け
、
七
六
年
に
明
治
政
府
は
そ
の
領
有
を
確
立
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
七
九
年
に
は
い
わ
ゆ
る
琉
球
処
分
に
よ
り
沖
縄
県
を
設
置
し
、
日
本
に
編
入
し

た（
（1
（

。
転
じ
て
社
会
の
動
向
を
み
て
も
、
江
戸
時
代
後
半
か
ら
明
治
期
に
か
け
て
「
か
ら
ゆ
き
さ
ん
」「
娘
子
軍
」
と
呼
ば
れ
た
娼
婦
や
小
商
人
な
ど
社
会
的
弱

者
、
そ
し
て
女

ぜ
ぜげ

ぜ
げ
ん（衒 

や
罪
人
、
浪
人
な
ど
が
南
洋
地
域
に
渡
航
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

と
は
い
え
、
よ
り
知
的
な
側
面
か
ら
南
進
論
が
隆
盛
す
る
の
は
、
や
は
り
一
八
八
〇
年
代
後
半
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
経
済
的
に
は
い
わ
ゆ
る
松
方
デ

フ
レ
か
ら
の
景
気
復
調
の
兆
し
が
八
六
年
頃
か
ら
み
ら
れ
、
以
後
対
外
貿
易
量
と
農
工
の
生
産
力
が
右
肩
上
が
り
と
な
る
時
期
で
あ
る（

（1
（

。
政
治
的
に
は
憲
法

制
定
と
国
会
開
設
の
目
鼻
が
つ
き
、
近
代
国
家
と
し
て
の
機
構
的
装
い
を
施
す
の
に
一
段
落
し
た
時
期
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
軍
事
・
外
交
を
み
る
と
、
八
〇

年
代
に
は
引
き
続
き
条
約
改
正
外
交
を
進
め
る
一
方
、
朝
鮮
独
立
問
題
が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
争
点
化
し
、
朝
鮮
を
清
や
欧
州
列
強
の
属
国
に
し
な
い
た
め

に
も
軍
拡
が
肝
要
と
さ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
ま
た
八
五
年
に
は
海
外
移
住
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
第
一
回
官
約
移
民
が
ハ
ワ
イ
に
送
り
出
さ
れ
た
。
か
た
や
国
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際
情
勢
に
眼
を
転
ず
る
と
、
ド
イ
ツ
の
マ
ー
シ
ャ
ル
群
島
保
護
領
化
（
一
八
八
六
年
）、
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ル
マ
、
マ
ラ
ヤ
、
ボ
ル
ネ
オ
へ
の
侵
出
（
八
七
〜
八

八
年
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
領
イ
ン
ド
シ
ナ
の
成
立
（
八
七
年
）
な
ど
、
列
強
に
よ
る
植
民
地
獲
得
が
相
次
い
だ
。
折
し
も
経
済
的
上
昇
期
に
あ
っ
た
日
本
で

は
こ
う
し
た
動
向
に
つ
い
て
反
響
が
小
さ
く
な
く
、「
海
国
日
本
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン（

（1
（

が
流
行
し
、
南
方
へ
の
経
済
的
発
展
の
気
運
が
高
ま
っ
た
。

三　

明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想

　

右
の
と
お
り
一
八
八
〇
年
代
後
半
よ
り
高
揚
し
た
明
治
期
南
進
論
は
、
い
か
な
る
対
外
構
想
を
有
し
て
い
た
か
。
本
節
で
は
、
明
治
期
南
進
論
の
柱
と
も

い
え
る
経
済
的
進
出
の
様
相
と
そ
れ
を
支
え
る
「
海
権
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

（
10
）	

こ
う
し
た
急
進
的
な
南
進
論
は
長
崎
・
平
戸
出
身
の
論
者
（
菅
沼
貞
風
、
稲
垣
満
次
郎
、
石
橋
禹
三
郎
ほ
か
）
に
典
型
で
あ
る
。
清
水
元
「
明
治
中
期
の
『
南
進
論
』
と
『
環
太
平

洋
』
構
想
の
原
型
」
一
、一
四
頁
。

（
11
）	

大
畑
、
前
掲
論
文
、
一
〜
三
頁
。

（
12
）	

東
ア
ジ
ア
（
東
シ
ナ
海
）
と
東
南
ア
ジ
ア
（
南
シ
ナ
海
）
の
海
洋
・
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
節
点
に
あ
っ
た
沖
縄
の
地
理
的
位
置
を
斟
酌
す
れ
ば
、
そ
の
編
入
は
日
本
に
と
り
重
要

で
あ
っ
た
。
濱
下
武
志
「
海
域
の
歴
史
的
構
成

―
東
ア
ジ
ア
を
例
と
し
て
」
川
勝
平
太
ほ
か
編
『
海
と
資
本
主
義
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
〇
〇
三
年
。

（
13
）	

代
表
的
な
女
衒
の
自
伝
と
し
て
、『
村
岡
伊
平
治
自
伝
』
南
方
社
、
一
九
六
〇
年
（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
）。

（
14
）	

一
八
八
一
年
と
一
八
九
八
年
を
比
べ
る
と
、
農
業
生
産
は
約
六
億
円
か
ら
一
一
億
円
へ
、
工
業
生
産
は
約
三
億
六
千
万
か
ら
一
一
億
円
へ
増
加
し
た
。
猪
木
正
道
『
軍
国
日
本
の
興
亡

―
日
清
戦
争
か
ら
日
中
戦
争
へ
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
五
年
、
五
〜
六
頁
。

（
15
）	

矢
野
、
前
掲
書
、
六
七
頁
。
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三
・
一　

経
済
的
な
対
外
進
出

　

明
治
期
南
進
論
は
前
節
で
掲
げ
た
よ
う
な
地
域
へ
の
進
出
を
説
く
が
、
通
商
や
日
本
人
移
民
の
拡
大
を
中
心
と
す
る
経
済
的
進
出
を
主
軸
と
し
て
お
り（

（1
（

、

こ
の
点
か
ら
経
済
的
功
利
主
義
の
側
面
の
色
濃
さ
が
確
認
で
き
る
。
と
り
わ
け
一
八
八
〇
年
代
以
後
、
日
本
も
帝
国
主
義
の
風
を
受
け
容
れ
る
が
、
明
治
期

南
進
論
は
富
国
・
強
兵
の
う
ち
前
者
に
重
点
を
置
い
た
。
そ
し
て
、
日
本
が
帝
国
主
義
全
盛
の
国
際
社
会
を
生
き
ぬ
く
術
を
構
想
し
た
と
い
い
う
る
。

　

経
済
的
利
益
と
い
う
主
軸
に
伴
っ
て
、
明
治
期
南
進
論
は
欧
米
下
の
国
際
秩
序
な
ら
び
に
権
力
政
治
を
基
本
的
に
は
受
容
す
る
と
い
う
穏
健
的
態
度
を
と

る
傾
向
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
列
強
と
の
政
治
的
協
調
を
維
持
し
た
上
で
、
南
洋
方
面
に
お
け
る
経
済
的
進
出
を
図
る
べ
き
と
説
く
の
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
南
洋
地
方
を
含
め
、
領
土
的
拡
張
（
植
民
地
獲
得
）
は
否
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
た
と
え
植
民
地
獲
得
を
視
野
に
入
れ
る
場
合
に
も
、
無

主
地
か
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
（
フ
ィ
リ
ピ
ン（

（1
（

）
と
い
う
よ
う
に
、
列
強
と
の
政
治
的
角
逐
が
生
じ
に
く
い
ニ
ッ
チ
を
狙
う
と
の
打
算
を
み
せ
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。
そ
も
そ
も
当
時
の
南
進
論
者
は
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
勢
力
と
り
わ
け
イ
ギ
リ
ス
へ
の
憧
憬
が
顕
著
で
、
同
国
が
自
由
貿
易
シ
ス
テ
ム
下
に
通
商
網
を

拡
大
す
る
姿
を
模
範
と
捉
え
て
い
た
。

　

た
と
え
ば
志
賀
重
昂
の
『
南
洋
時
事
』（
一
八
八
七
年
）
は
、
海
軍
練
習
艦
筑
波
に
同
乗
し
て
南
洋
地
域
を
観
察
し
た
上
で
書
か
れ
た
明
治
期
南
進
論
の
嚆

矢
だ
が
、
欧
米
列
強
に
よ
る
南
洋
進
出
に
関
す
る
焦
燥
が
非
常
に
強
い
。
か
と
い
っ
て
、
日
本
は
「
漫す

ぞ
ろ
に
空
中
に
上
楼
を
築
く
」
が
ご
と
く
領
土
拡
大
主
義

を
と
る
の
で
は
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
中
心
に
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
の
領
土
と
経
済
的
関
係
を
深
め
る
こ
と
や
「
商
業
的
の
新
日
本
」
を
創
造
す
べ
き

と
説
く（

（1
（

。
ま
た
、
日
本
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
評
さ
れ
る
経
済
学
者
田
口
卯
吉（
（1
（

も
当
時
の
代
表
的
な
南
進
論
者
だ
が
、
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
、

日
本
は
南
洋
地
方
で
商
業
的
主
導
権
を
握
り
「
大
商
業
国（

（2
（

」
に
な
れ
る
と
論
じ
る
。
彼
に
は
、
欧
米
列
強
の
統
治
が
現
地
で
は
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
日
本

が
経
済
的
に
進
出
す
る
余
地
は
す
こ
ぶ
る
大
き
い
と
の
計
算
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
明
治
を
代
表
す
る
実
業
家
で
、
南
洋
地
方
へ
の
経
済
的
進
出
を
視
野
に

入
れ
て
い
た
渋
沢
栄
一
も
同
様
の
立
国
を
説
い
た
。
日
本
郵
船
株
式
会
社
設
立
（
一
八
八
五
年
）
に
関
与
し
た
渋
沢
は
熱
心
な
海
運
業
新
興
論
者
だ
が
、
海

運
を
統
制
す
る
英
を
日
本
の
「
師
匠
」
と
仰
ぐ
。
一
八
九
三
年
、
Ｐ
・
Ｏ
（Peninsular and O

riental S.N
.

）
が
日
本
郵
船
に
よ
る
新
航
路
開
拓
を
激
し

く
妨
害
し
た
際
、
渋
沢
は
ス
ペ
ン
サ
ー
（Earl Spencer

）
英
海
相
の
面
前
で
、「
師
匠
」
に
よ
る
「
弟
子
」
の
妨
害
を
鋭
く
論
難
し
た
こ
と
が
あ
る（
（2
（

。
近

海
航
行
中
心
の
日
本
海
運
業
を
批
判
し
、
よ
り
国
際
的
な
事
業
展
開
を
期
待
し
た
渋
沢
は
、
上
海
・
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
・
シ
ナ
海
・
米
国
・
欧
州
そ
し
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
日
本
自
前
の
航
路
開
拓
を
視
野
に
入
れ
た
。
こ
と
後
三
者
を
「
商
売
的
の
考
の
み
で
言
っ
た
ら
或
は
首
を
傾
げ
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う

が
、
国
と
云
う
観
点
か
ら
言
う
た
ら
是
非
継
ぎ
を
付
け
た
い（

（2
（

」
と
し
て
重
視
し
、
そ
の
中
で
も
豪
へ
の
航
路
は
英
米
と
の
協
調
の
足
が
か
り
と
捉
え
ら
れ
て
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い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
欧
米
と
の
政
治
的
対
立
は
慎
重
に
回
避
す
る
姿
勢
が
濃
厚
な
一
方
、
経
済
的
競
争
を
深
化
さ
せ
る
に
や
ぶ
さ
か
で
な

か
っ
た
点
は
、
明
治
期
南
進
論
に
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

　

他
方
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
深
化
に
は
南
洋
に
対
す
る
ほ
ど
熱
意
を
示
さ
ず
、
む
し
ろ
日
本
の
対
外
発
展
の
蹉
跌
と
捉
え
る
傾
向
に
あ
っ
た（

（2
（

。
と
は

い
え
明
治
期
南
進
論
は
、
大
陸
方
面
に
限
ら
ず
、
植
民
地
獲
得
に
常
に
否
定
的
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
軍
事
的
安
全
保
障
上
必
要
な
場
合
や
、
現
実
的
に

植
民
地
化
が
可
能
と
判
断
さ
れ
る
場
合
は
、
獲
得
に
積
極
的
な
姿
勢
を
と
る
こ
と
も
あ
っ
た（

（2
（

 

。
事
実
、
日
清
・
日
露
戦
争
は
明
治
期
南
進
論
者
に
も
お
お
む

（
16
）	

国
際
政
治
学
者
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ン
ス
（Richard Rosecrance

）
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
後
高
ま
り
を
み
せ
た
経
済
的
相
互
依
存
論
を
受
け
て
貿
易
国
家
（trading state

）
論
を
展
開

し
た
。
そ
こ
で
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
対
外
的
な
政
治
的
手
段
と
し
て
の
軍
事
力
の
比
重
の
低
下
、
な
ら
び
に
軍
事
的
安
全
保
障
を
頂
点
と
す
る
国
益
の
階
層
性
の
溶
解
で
あ
っ
た
。

そ
の
際
、
貿
易
国
家
の
事
例
の
一
つ
と
し
て
、
軍
事
力
を
抑
え
つ
つ
交
易
を
通
じ
た
経
済
的
利
益
の
増
大
を
図
る
高
度
経
済
成
長
期
の
日
本
が
挙
げ
ら
れ
た
。
本
稿
の
対
象
と
す
る
明

治
期
南
進
論
も
、
お
お
む
ね
彼
の
説
く
貿
易
国
家
モ
デ
ル
を
規
範
的
に
掲
げ
て
い
た
と
評
し
う
る
。
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
ズ
ク
ラ
ン
ス
、
土
屋
政
雄
訳
『
新
貿
易
国
家
論
』
中
央
公
論

社
、
一
九
八
七
年
、
四
三
頁
〔Richard Rosecrance, The R

ise of the Trading State: C
om

m
erce and C

onquest in the M
odern W

orld, Basic Books, 1986

〕。

（
17
）	

典
型
的
に
は
、
菅
沼
貞
風
『
新
日
本
の
図
南
の
夢
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
二
年
（
原
文
一
八
八
八
年
）。
そ
の
他
の
南
進
論
を
み
て
も
、
南
洋
に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
は
統
治
が
脆

弱
で
、
日
本
人
の
進
出
が
し
や
す
い
と
考
え
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

（
18
）	

志
賀
重
昂
『
南
洋
時
事
』
丸
善
商
社
、
一
八
八
七
年
（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
五
年
復
刻
）、
一
〇
二
頁
、
一
〇
三
頁
。

（
19
）	

河
野
有
理
『
田
口
卯
吉
の
夢
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
特
に
第
一
章
は
、
政
治
思
想
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り
田
口
の
南
進
論
を
検
討
し
て
い
る
。

（
20
）	

田
口
卯
吉
「
太
平
洋
の
新
競
争
」『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
三
六
〇
号
、
一
八
八
七
年
三
月
二
六
日
（『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
所
収
）、
二
五
九
頁
。

（
21
）	「
日
本
の
商
工
業
（
渋
沢
栄
一
君
の
演
説
）」『
太
陽
』
一
八
九
六
年
五
月
五
日
。

（
22
）	

渋
沢
栄
一
「
戦
後
の
海
運
拡
張
の
方
針
及
程
度
」『
太
陽
』
一
八
九
五
年
一
二
月
五
日
。

（
23
）	

こ
の
点
に
お
い
て
明
治
期
南
進
論
は
、
朝
鮮
半
島
の
親
日
派
勢
力
の
脆
弱
さ
が
露
呈
さ
れ
た
後
、
一
八
八
五
年
に
福
沢
諭
吉
が
示
し
た
「
脱
亜
論
」（
欧
米
中
心
の
国
際
体
系
の
受
容
）

と
親
和
的
で
あ
っ
た
。
清
水
、
前
掲
論
文
、
第
三
節
。

（
24
）	

日
清
戦
争
後
の
志
賀
重
昂
の
急
進
化
に
典
型
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
物
理
的
に
み
て
欧
米
列
強
と
の
角
逐
が
充
分
に
可
能
と
判
断
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
志
賀
「
探
検
及
び
移
住
の
方

針
」『
太
陽
』
一
八
九
五
年
一
〇
月
五
日
。
同
「
大
陸
上
帝
国
利
益
線
の
擁
護
」『
太
陽
』
一
九
〇
〇
年
九
月
一
日
。



86― ―

ね
必
要
な
戦
争
と
認
識
さ
れ
、
日
本
初
の
植
民
地
と
な
る
台
湾
の
獲
得
に
も
、
日
本
が
朝
鮮
半
島
に
介
入
・
干
渉
の
度
合
い
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る
過
程

に
も
異
を
唱
え
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
。
三
牧
聖
子（

（2
（

も
注
意
を
促
す
と
お
り
、
明
治
期
南
進
論
は
「
北
守
」
を
堅
持
し
た
の
で
あ
り
「
北
捨
」
を
説
い
た

わ
け
で
は
な
い
。

　

こ
の
と
お
り
、
明
治
期
南
進
論
の
経
済
的
進
出
を
主
と
す
る
対
外
構
想
は
、
同
時
代
の
対
外
構
想
に
比
べ
て
相
対
的
に
穏
健
だ
と
は
い
い
こ
そ
す
れ
、「
善

意
の
思
想（

（2
（

」
だ
と
か
「
平
和
的
」
発
展
主
義（
（2
（

だ
と
評
す
る
の
は
適
切
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
明
治
期
南
進
論
が
既
成
の
領
土
分
割
を
あ
え
て
覆
す
こ
と
は
合

理
的
で
は
な
い
と
考
え
る
傾
向
に
あ
り
、
ひ
と
ま
ず
経
済
的
利
益
の
確
保
に
努
め
る
よ
う
説
い
た
点
に
限
っ
て
、
穏
健
だ
っ
た
と
は
い
い
う
る
。

　

三
・
二　
「
海
権
」（
シ
ー
・
パ
ワ
ー
）

　

右
で
指
摘
し
た
よ
う
な
南
方
へ
の
経
済
的
発
展
を
軸
と
す
る
対
外
構
想
を
支
え
る
に
は
、
い
か
な
る
「
海
権
」（
シ
ー
・
パ
ワ
ー
）
を
有
す
る
の
が
適
切
と

考
え
ら
れ
た
か
。
こ
こ
で
は
日
本
海
軍
筋
の
南
進
論
を
参
照
し
な
が
ら
、
明
治
期
南
進
論
の
「
海
権
」
観
を
確
認
し
た
い
。

　

明
治
期
南
進
論
同
様
、
海
軍
筋
の
南
進
論
も
イ
ギ
リ
ス
の
国
家
的
繁
栄
を
範
と
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
い
か
な
る
相
に
着
目
す
る
か
は
色
合
い
を
異
に
す

る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
前
者
に
と
っ
て
英
は
、
世
界
大
の
経
済
的
発
展
、
海
運
力
の
充
実
、
外
向
的
国
民
の
育
成
と
い
う
面
で
の
モ
デ
ル
だ
っ
た
。

他
方
、
後
者
の
南
進
論
は
そ
う
し
た
側
面
に
意
を
払
い
つ
つ
も
、
何
よ
り
大
海
軍
建
設
の
先
達
と
し
て
英
を
モ
デ
ル
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

力
点
の
置
き
方
は
違
う
も
の
の
、
双
方
の
南
進
論
者
が
イ
ギ
リ
ス
を
対
外
構
想
の
模
範
と
し
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
一
八
九
〇
年
以
後
は
マ
ハ
ン
主

義
（M

ahanism

）
を
少
な
か
ら
ず
念
頭
に
置
い
た
も
の
と
捉
え
て
よ
か
ろ
う
。
明
治
後
半
、
こ
と
海
軍
の
佐
藤
鉄
太
郎（
（2
（

が
山
本
権
兵
衛
の
下
で
、
大
海
軍

主
義
な
ら
び
に
「
島
帝
国
」
論
の
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
列
強
の
海
軍
同
様
、
日
本
海
軍
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
大
佐
マ
ハ
ン

（A
lfred T

. M
ahan

）
が
示
し
た
大
海
軍
建
設
論
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た（
（2
（

。
そ
の
マ
ハ
ン
も
ま
た
大
海
軍
国
イ
ギ
リ
ス
を
モ
デ
ル
と
し
、
シ
ー
・

パ
ワ
ー
の
構
成
要
素
と
し
て
生
産
力
（
通
商
拡
大
）、
海
運
力
（
商
品
運
搬
手
段
）、
植
民
地
（
商
品
投
下
先
）
を
挙
げ
、
そ
れ
ら
を
保
全
す
る
た
め
の
海
軍

力
を
重
視
す
る（

（3
（

。
た
だ
し
、
こ
れ
は
さ
し
ず
め
シ
ー
・
パ
ワ
ー
環
と
も
い
う
べ
き
で
、
彼
は
あ
く
ま
で
そ
の
要
素
を
並
列
す
る
に
留
ま
る
。
そ
の
た
め
、
実

は
通
商
・
商
工
・
海
運
と
い
っ
た
総
合
的
国
力
の
振
興
が
先
か
、
海
軍
力
の
向
上
が
先
か
、
自
明
と
は
い
え
な
い
。

　

投
下
し
う
る
資
源
が
限
定
的
な
新
興
国
家
日
本
で
は
、
双
方
の
拡
大
は
財
政
的
に
競
合
す
る
目
標
に
な
り
や
す
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
、
経
済
的
発
展
を
柱

と
す
る
対
外
構
想
に
資
す
る
海
軍
と
は
い
か
な
る
も
の
か
が
不
明
確
で（

（3
（

、
平
時
の
通
商
保
護
に
あ
た
り
巨
艦
か
ら
な
る
大
海
軍
が
ど
れ
ほ
ど
有
用
か
も
俄
か
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に
判
別
し
が
た
い（
（3
（

。
ま
し
て
や
大
海
軍
を
整
備
す
る
経
済
的
コ
ス
ト
も
莫
大
で
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に
入
る
ま
で
日
本
政
府
の
一
般
会
計
の
総

（
25
）	

三
牧
、
前
掲
論
文
、
一
六
四
頁
。

（
26
）	

矢
野
『「
南
進
」
の
系
譜
』、
六
四
頁
（
傍
点
原
文
）。

（
27
）	

入
江
、
前
掲
論
文
。
な
お
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
史
に
即
し
て
、
経
済
的
な
対
外
発
展
路
線
を
「
平
和
的
」（
非
帝
国
主
義
的
）
だ
と
は
必
ず
し
も
規
定
し
え
な
い
と
し
た
研
究
の
嚆
矢

と
し
て
、John Gallagher and Ronald Robinson, “T

he Im
perialism

 of Free T
rade, ” in George H

. N
adel and Perry Curtis (eds.), Im

perialism
 and C

olonialism
, 

Collier M
acm
illan, 1964

〔
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ハ
ー
、
ロ
ナ
ル
ド
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
川
上
肇
訳
「
自
由
貿
易
帝
国
主
義
」
ジ
ョ
ー
ジ
・
ネ
ー
デ
ル
、
ペ
リ
ー
・
カ
ー
テ
ィ
ス
編
、
川
上

ほ
か
訳
『
帝
国
主
義
と
植
民
地
主
義
』
お
茶
の
水
書
房
、
一
九
八
三
年
〕.

（
28
）	

た
と
え
ば
、
佐
藤
鉄
太
郎
「
国
防
論
上
の
疑
惑
を
解
く
」『
大
日
本
』
一
九
一
四
年
一
〇
月
号
。

（
29
）	

一
八
九
〇
年
に
マ
ハ
ン
の The Influence of Sea Pow

er upon H
istory 

が
刊
行
さ
れ
る
と
、
マ
ハ
ン
流
の
大
艦
巨
砲
主
義
は
欧
米
の
政
府
当
局
や
海
軍
か
ら
熱
烈
な
支
持
を
受

け
た
が
、
中
で
も
ド
イ
ツ
皇
帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
は
強
く
感
銘
を
受
け
、
テ
ィ
ル
ピ
ッ
ツ
提
督
の
下
で
大
海
軍
の
建
設
を
進
め
た
。
日
本
で
も
九
三
年
以
後
、
順
次
部
分
訳
が
発
表

さ
れ
、
九
七
年
に
は
南
洋
の
商
業
研
究
を
任
務
の
一
つ
と
す
る
東
邦
協
会
（
一
八
九
一
年
設
立
）
が
同
書
邦
訳
を
出
版
し
た
（
麻
田
貞
雄
『
両
大
戦
間
の
日
米
関
係
』
東
京
大
学
出
版

会
、
一
九
九
三
年
、
三
頁
）。

（
30
）	「
こ
こ
に
い
う
広
い
意
味
に
お
け
る
シ
ー
パ
ワ
ー
と
は
、
武
力
に
よ
っ
て
海
洋
な
い
し
は
そ
の
一
部
分
を
支
配
す
る
海
上
の
軍
事
力
の
み
な
ら
ず
、
平
和
的
な
通
商
及
び
海
運
を
も
含
ん

で
い
る
。
こ
の
平
和
的
な
通
商
及
び
海
運
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
海
軍
の
艦
隊
が
自
然
に
か
つ
健
全
に
生
ま
れ
、
ま
た
そ
れ
が
艦
隊
の
堅
確
な
基
盤
に
な
る
の
で
あ
る
」（
ア
ル
フ
レ
ッ

ド
・
セ
イ
ヤ
ー
・
マ
ハ
ン
、
北
村
謙
一
訳
『
海
上
権
力
史
論
』
原
書
房
、
一
九
八
二
年
、
四
六
頁
）。

（
31
）	

マ
ハ
ン
本
人
も
、
あ
る
べ
き
海
軍
像
を
定
め
き
れ
て
い
な
い
。
当
初
は
決
戦
に
て
敵
艦
隊
を
撃
滅
で
き
る
戦
艦
を
中
心
と
し
た
大
艦
巨
砲
主
義
を
と
っ
た
が
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
ま

も
な
く
イ
ギ
リ
ス
か
ら
世
界
に
広
ま
る
弩
級
戦
艦
の
主
流
化
に
は
強
く
反
対
し
て
い
た
（A

rthur J. M
arder, From

 the D
readnought to Scapa Flow

: The R
oyal N

avy in 

the Fisher E
ra, 1904-1919, vol. 1, O

xford U
niversity Press, 1961, pp. 56-70

）。
国
際
的
な
戦
艦
巨
大
化
の
持
続
は
、
や
が
て
マ
ハ
ン
本
人
の
大
海
軍
主
義
を
凌
駕
し
た
の
で

あ
る
。

（
32
）	

第
一
次
大
戦
前
ま
で
の
各
国
海
軍
は
イ
ギ
リ
ス
を
含
め
大
艦
巨
砲
主
義
を
と
る
の
が
通
例
で
、
通
商
破
壊
に
準
備
す
べ
く
護
送
船
団
を
組
織
す
る
こ
と
は
軽
視
さ
れ
た
。Paul M

. 

K
ennedy, “T

he Relevance of the Prew
ar British and A

m
erican M

aritim
e Strategies to the First W

orld W
ar and its A

fterm
ath, 1898-1920, ” in John B. 

H
attendorf and Robert S. Jordan (eds.), M

aritim
e Strategy and the B

alance of Pow
er, Palgrave M

acm
illan, 1989, p. 171.
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支
出
の
ほ
ぼ
一
五
％
を
、
海
軍
費
が
占
め
続
け
て
い
た
の
で
あ
る（
（3
（

。

　

無
論
、
明
治
期
南
進
論
者
に
と
っ
て
も
「
海
国
」
日
本
と
大
海
軍
は
シ
ン
ボ
ル
的
に
共
振
す
る
も
の
が
あ
り
、
大
陸
経
営
に
伴
う
「
陸
先
海
後
」
よ
り
は
南
方

へ
の
経
済
的
発
展
に
伴
う
「
海
先
陸
後
」
の
軍
事
論
を
支
持
し
た
。
志
賀
重
昂
は
近
代
地
理
学
の
創
始
者
と
も
数
え
ら
れ
る
が
、
彼
は
ド
イ
ツ
の
ラ
ッ
ツ
ェ
ル

（Friedrich Ratzel

）
の
政
治
地
理
学
を
吸
収
し
つ
つ
、
自
由
貿
易
を
担
保
す
る
海
軍
力
の
拡
張
を
肯
定
す
る（
（3
（

。
ま
た
、
明
治
後
半
を
代
表
す
る
南
進
論
者
竹
越

與
三
郎
は
日
韓
併
合
に
反
対
し
た
が
、
そ
の
際
、
併
合
中
止
で
生
じ
る
資
金
を
弩
級
戦
艦
一
〇
隻
強
の
建
造
に
回
す
べ
き
と
論
じ
た（

（3
（

。
こ
う
し
た
議
論
は
、
海
軍

力
拡
大
を
最
優
先
に
し
「
韓
国
の
如
き
は
失
う
も
可
な
り（

（3
（

」
と
言
い
放
っ
た
と
さ
れ
る
山
本
権
兵
衛
ら
海
軍
筋
の
立
場
と
極
め
て
親
和
的
で
あ
ろ
う
。

　

他
方
、
通
商
拡
大
と
航
路
確
保
に
真
に
益
す
る
か
定
か
で
は
な
い
大
海
軍
の
た
め
に
軍
事
費
が
拡
大
し
、
民
業
を
圧
迫
す
れ
ば
、
通
商
の
拡
大
ま
し
て
や

「
海
権
」
の
拡
大
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
示
唆
す
る
向
き
も
あ
っ
た
。
明
治
期
南
進
論
者
で
は
田
口
卯
吉
が
そ
の
最
右
翼
で
、「
商
業
艦
隊
の
増
進
す
る
を
以
て

永
遠
な
る
、
堅
固
な
る
、
且
節
倹
な
る
国
防（

（3
（

」
が
可
能
と
し
、
自
由
貿
易
主
義
の
立
場
か
ら
海
軍
拡
張
に
は
反
対
の
姿
勢
を
維
持
し
た
。
む
し
ろ
田
口
は
海

運
力
や
通
商
力
、
そ
し
て
対
外
移
民
の
増
加
な
ど
、
軍
事
力
の
基
礎
と
な
る
総
合
的
国
力
の
増
大
に
重
点
を
置
い
た
の
で
あ
る（

（3
（

。

　

こ
れ
は
、
い
わ
ば
〈
商
先
海
陸
後
〉
と
も
い
え
る
対
外
構
想
で
あ
る（

（3
（

。
た
と
え
ば
渋
沢
栄
一
も
、
こ
う
し
た
海
軍
像
を
直
截
的
に
披
瀝
し
て
い
る
。
日
本

の
海
上
航
路
拡
張
と
海
運
振
興
を
視
野
に
入
れ
た
彼
は
、
日
清
戦
争
後
、
政
府
に
よ
る
海
運
業
の
保
護
・
支
援
を
提
案
し
、
海
軍
省
が
建
造
を
手
が
け
た
巡

洋
艦
を
海
運
業
者
に
リ
ー
ス
す
べ
き
と
す
る（

（4
（

。
こ
れ
は
海
軍
拡
張
自
体
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
拡
張
で
も
通
商
に
益
す
る
海
軍
が
よ
い
と
の
議

論
で
あ
る
。
彼
は
日
露
戦
争
後
に
も
、
陸
海
軍
あ
わ
せ
て
国
家
予
算
の
三
〇
％
以
上
を
占
め
続
け
る
状
況
を
批
判
し
て
い
る
。
あ
く
ま
で
自
衛
力
と
し
て
の

軍
事
力
の
確
保（

（4
（

を
彼
が
説
い
た
こ
と
は
、
経
済
的
な
対
外
構
想
を
重
視
す
る
立
場
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
か
つ
て
海
軍
は
弩
級
戦
艦
の
建
造

に
励
め
と
煽
っ
た
竹
越
も
一
九
一
四
年
に
は
持
論
を
一
転
さ
せ
、
巨
艦
の
時
代
は
去
っ
た
と
宣
言
す
る
に
至
っ
た（

（4
（

。
目
ま
ぐ
る
し
く
超
弩
級
戦
艦
時
代
に
突

入
す
る
国
際
的
な
建
艦
レ
ー
ス
に
日
本
が
つ
い
て
い
く
の
は
、
割
に
合
わ
な
く
な
っ
た
と
算
盤
を
弾
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
と
お
り
、「
海
洋
的
に
発
展
す
る
こ
と
は
、
本
国
の
防
衛
に
要
す
る
以
外
に
特
に
別
種
の
軍
備
を
要
す
る
こ
と
な
し（

（4
（

」
と
し
、
通
商
や
海
運
の
振
興
と

両
立
し
う
る
自
衛
力
中
心
の
海
軍
建
設
を
説
く
〈
商
先
海
陸
後
〉
と
も
い
う
べ
き
シ
ー
・
パ
ワ
ー
観
が
、
明
治
期
南
進
論
に
は
一
定
程
度
共
有
さ
れ
て
い
た

と
い
え
よ
う
。
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四　

明
治
期
南
進
論
の
正
当
化

　

右
で
は
、
明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
。
本
節
で
は
、
明
治
期
南
進
論
が
い
か
な
る
論
理
の
下
で
南
洋
地
方
へ
の
発
展
を
正
当
化

し
た
か
を
、
自
国
イ
メ
ー
ジ
と
他
者
（
南
洋
）
イ
メ
ー
ジ
の
側
面
か
ら
検
討
す
る
。

（
33
）	

室
山
義
正
『
近
代
日
本
の
軍
事
と
財
政

―
海
軍
拡
張
を
め
ぐ
る
政
策
形
成
過
程
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
四
年
、
二
九
〇
〜
二
九
一
頁
。

（
34
）	

清
水
、
前
掲
論
文
、
四
一
頁
。

（
35
）	

竹
越
與
三
郎
「
朝
鮮
よ
り
も
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
艦
を
要
す
」『
中
央
公
論
』
一
九
一
〇
年
五
月
。

（
36
）	

角
田
順
『
政
治
と
軍
事

―
明
治
・
大
正
・
昭
和
初
期
の
日
本
』
光
風
社
出
版
、
一
九
八
七
年
、
七
〇
頁
に
所
引
。
同
じ
く
、
佐
藤
鉄
太
郎
は
『
帝
国
国
防
論
』（
一
九
〇
二
年
）
に
て

「
朝
鮮
の
維
持
を
以
っ
て
、
本
国
を
防
衛
す
べ
き
唯
一
の
手
段
な
り
と
思
惟
す
る
は
迷
想
な
り
」
と
い
う
（
波
多
野
澄
雄
「
日
本
海
軍
と
『
南
進
』」
清
水
元
編
『
両
大
戦
間
期
日
本
・

東
南
ア
ジ
ア
関
係
の
諸
相
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
八
六
年
、
二
一
〇
頁
に
所
引
）。

（
37
）	

田
口
卯
吉
「
南
洋
計
略
論
」『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
五
一
三
号
、
一
八
九
〇
年
三
月
二
二
日
（『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
所
収
）、
三
七
三
頁
。

（
38
）	

森
久
男
「
田
口
卯
吉
の
植
民
論
」、
八
頁
。

（
39
）	

明
治
期
南
進
論
者
と
規
定
す
る
の
は
困
難
だ
が
、
明
治
を
代
表
す
る
政
治
評
論
家
鳥
谷
部
春
汀
は
、
こ
う
し
た
構
想
を
共
有
し
た
。
彼
は
日
露
戦
争
を
前
に
し
た
時
期
、「
世
界
の
形
成

に
熟
通
し
、
特
に
商
業
政
策
を
十
分
領
解
す
る
の
経
世
的
眼
識
」
を
持
つ
者
が
海
軍
整
備
を
計
画
せ
ね
ば
、「
百
害
あ
り
て
一
利
な
し
」
と
警
告
し
て
い
る
（
鳥
谷
部
「
軍
国
と
商
業
政

策
」『
太
陽
』
一
九
〇
二
年
一
二
月
）。

（
40
）	

渋
沢
、
前
掲
論
文
。

（
41
）	

渋
沢
栄
一
「
軍
備
制
限
の
方
法
如
何
」『
太
陽
』
臨
時
増
刊
、
一
九
一
一
年
一
一
月
。

（
42
）	

竹
越
與
三
郎
「
巨
艦
の
時
代
去
る
」『
太
陽
』
一
九
一
四
年
七
月
一
日
。

（
43
）	

安
井
正
太
郎
「
南
進
策
定
の
機
」『
太
陽
』
秋
季
増
刊
、
一
九
一
三
年
一
一
月
。
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四
・
一　

自
国
イ
メ
ー
ジ

―
経
済
的
発
展
に
有
利
な
位
置
に
あ
る
歴
史
的
「
海
国
」

　

ま
ず
、
南
進
を
説
く
大
前
提
と
し
て
、
日
本
の
地
理
的
特
性
へ
の
認
識
が
あ
っ
た
。
日
本
は
大
陸
か
ら
隔
た
れ
た
「
四
面
環
海
」
の
狭
小
な
島
国
即
ち

「
海
国
」
で
あ
り（

（4
（

、
経
済
的
発
展
を
遂
げ
る
の
に
非
常
に
有
利
な
位
置
に
あ
る

―
明
治
期
南
進
論
は
、
世
界
と
日
本
を
隔
て
る
も
の
と
し
て
海
を
み
る
の
で

は
な
く
、
む
し
ろ
そ
れ
に
よ
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
る
と
の
認
識
を
根
本
的
前
提
と
し
、
議
論
を
展
開
し
た
。

　

こ
こ
で
最
初
に
俎
上
に
挙
げ
る
べ
き
は
福
沢
諭
吉
で
あ
ろ
う
。
福
沢
は
明
治
期
南
進
論
者
と
も
人
的
交
わ
り
が
深
く（

（4
（

、
彼
が
日
本
の
地
理
的
位
置
を
通
商

面
か
ら
積
極
的
に
評
価
し
た
こ
と
は
、
明
治
期
南
進
論
者
に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
。
福
沢
は
日
清
・
日
露
戦
間
期
、
日
本
の
将
来

は
商
工
業
の
発
展
と
対
外
貿
易
に
か
か
っ
て
お
り
、
伝
統
的
な
農
業
重
視
思
考
は
放
棄
す
べ
き
と
論
じ
る
。
と
い
う
の
も
「
外
国
貿
易
の
一
段
に
至
り
て
、

我
国
の
位
置
を
見
れ
ば
四
面
環
海
、
実
に
天
然
の
貿
易
国
に
し
て
、
東
西
南
北
、
孰い

ず

れ
の
国
に
行
く
も
船せ
ん
し
ょ
う楫
の
便
利
、
甚
だ
自
由（
（4
（

」
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ

以
前
に
彼
が
書
い
た
も
の（

（4
（

か
ら
し
て
、
東
の
パ
ナ
マ
運
河
、
北
の
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
、
西
の
中
国
、
南
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
南
洋
地
方
と
い
っ
た
十
字
の
中

央
、
即
ち
「
貨
物
集
散
の
大
中
心
」
に
東
洋
の
英
国
た
る
日
本
は
位
置
す
る
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
の
ち
一
九
〇
四
年
に
全
線
開
通
す
る
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
山
縣
有
朋
が
、
そ
の
竣
工
と
と
も
に
日
本
の
「
利
益
線
」
内
に
あ
る
朝
鮮
の
独
立
が
危
う
く
な
る
と
軍
事
的
脅
威
の
増
大
を
懸

念
し
た
一
方（

（4
（

、「
此
鉄
道
開
通
を
以
て
兵
事
上
に
於
て
毫
も
危
険
な
く
し
て
商
業
上
に
於
て
非
常
の
利
益
あ
り
と
信
ず
る（
（4
（

」
田
口
卯
吉
に
代
表
さ
れ
る
明
治
期

南
進
論
者
は
、
通
商
的
繁
栄
の
好
機
と
い
う
側
面
に
重
き
を
置
く
傾
向
に
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
、
経
済
的
繁
栄
を
目
指
す
上
で
有
利
な
位
置
に
あ
る
日
本
と
い
う
地
理
認
識
は
、
明
治
期
南
進
論
の
顕
著
な
共
通
点
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
志

賀
重
昂
も
渋
沢
栄
一（

（5
（

も
同
様
の
地
理
認
識
を
有
し
た
上
で
、
日
本
の
発
展
の
鍵
は
通
商
立
国
に
あ
る
と
論
じ
る
。
志
賀
に
至
っ
て
は
日
本
を
東
洋
の
一
部
と

さ
え
み
な
さ
ず
、「
我
日
本
、
太
平
洋
中
に
離
群
独
居
し
て
、
陽
に
南
洋
の
諸
島
を
控
え
、
又
近
く
濠
州
に
面
す（

（5
（

」
と
し
て
日
本
を
南
洋
の
一
員
と
捉
え
る
。

輸
送
技
術
が
発
達
途
上
に
あ
っ
た
当
時
に
し
て
豪
を
隣
国
と
み
な
し
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
へ
の
心
理
的
距
離
も
著
し
く
近
い
。
日
本
が
「
東
洋
」
と
「
西

洋
」
の
間
で
い
か
な
る
位
置
を
採
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
志
賀
は
「
南
洋
」
と
い
う
止
揚
を
も
っ
て
答
え
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
地
理
認
識
と
海
洋
方
面
へ
の
発
展
は
、
旺
盛
な
海
洋
活
動
を
展
開
し
て
き
た
と
規
定
さ
れ
た
日
本
史
か
ら
も
正
統
と
さ
れ
た
。
明
治
期

南
進
論
者
は
江
戸
時
代
の
鎖
国
と
い
う
「
逸
脱
」
を
悪
夢
と
捉
え
が
ち
で
、
明
治
以
後
は
そ
れ
を
正
統
の
軌
道
に
戻
す
必
要
が
あ
る
と
し
た
。
た
と
え
ば
志

賀
は
、『
南
洋
時
事
』
巻
頭
に
て “A

rise! Y
e sons of Y

am
ato ’s Land! . . . . . . A

fter a long, long dream
y nap! ”

（
（5
（ 

と
訴
え
、
鎖
国
的
心
性
か
ら
の

覚
醒
を
果
た
さ
ね
ば
暗
黒
の
日
々
が
再
来
す
る
と
続
け
る
。
在
野
の
歴
史
家
と
し
て
も
名
高
い
竹
越
與
三
郎
は
、
近
世
ま
で
の
日
本
を
「
蠑え

い
ら螺
の
貝
〔
さ
ざ
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え
〕
の
中
に
潜
む（
（5
（

」 

よ
う
だ
っ
た
と
評
し
た
。

　

こ
の
と
お
り
、
地
理
的
・
歴
史
的
要
因
か
ら
日
本
の
南
方
へ
の
経
済
的
発
展
が
正
当
化
さ
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
に
関
わ
る
重
大
な
社
会
的
背
景
と
し
て
過

剰
人
口
論
を
看
過
し
え
な
い
。
明
治
時
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
後
半
ま
で
の
日
本
社
会
で
は
、
資
源
や
財
源
の
乏
し
い
狭
小
な
国
内
に
過
剰
な
人
口
を
擁
し

て
い
る
と
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
ほ
ぼ
一
貫
し
て
共
有
さ
れ
て
き
た
。
一
八
九
〇
年
代
に
は
四
〇
〇
〇
万
以
上
の
人
口
を
擁
し
、
自
然
増
加
率
も
九
〇
年
代
後
半

（
44
）	

江
戸
期
（
一
七
八
七
〜
九
一
年
）
に
こ
の
地
理
認
識
を
国
防
論
に
つ
な
げ
た
も
の
と
し
て
、
林
子
平
『
海
国
兵
談
』
岩
波
文
庫
、
一
九
三
九
年
、
七
頁
。

（
45
）	

清
水
、
前
掲
書
、
一
六
二
〜
一
六
五
頁
。

（
46
）	

福
沢
諭
吉
「
商
工
立
国
の
外
に
道
な
し
」『
時
事
新
報
』
一
八
九
八
年
二
月
二
五
日
（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
六
巻
所
収
）、
二
五
七
〜
二
五
八
頁
。

（
47
）	

福
沢
「
軍
事
商
事
必
ず
併
行
す
可
し
」『
時
事
新
報
』
一
八
九
四
年
一
二
月
三
一
日
（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
四
巻
所
収
）、
六
八
〇
〜
六
八
一
頁
。

（
48
）	

山
縣
有
朋
「
外
交
政
略
論
」
一
八
九
〇
年
三
月
（
大
山
梓
編
『
山
縣
有
朋
意
見
書
』
原
書
房
、
一
九
六
六
年
所
収
）。
な
お
、
イ
ギ
リ
ス
の
地
政
学
者
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
も
、
シ
ベ
リ
ア

鉄
道
開
通
は
、
英
国
の
制
海
権
を
考
慮
せ
ず
し
て
ロ
シ
ア
が
対
外
進
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
憂
慮
し
た
。
ハ
ル
フ
ォ
ー
ド
・
ジ
ョ
ン
・
マ
ッ
キ
ン
ダ
ー
、
曽
村

保
信
訳
「
地
理
学
か
ら
み
た
歴
史
の
回
転
軸
」『
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
理
想
と
現
実
』
原
書
房
、
一
九
八
五
年
（H

alford J. M
ackinder, “T

he Geographical Pivot of H
istory, ” 

G
eographical Journal, X

X
III, no. 4, A

pril 1904

）。

（
49
）	

田
口
卯
吉
「
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
開
通
の
結
果
如
何
」『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
五
七
九
号
、
一
八
九
一
年
七
月
四
日
（『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
所

収
）、
三
九
七
頁
。

（
50
）	「
日
本
の
商
工
業
（
渋
沢
栄
一
君
の
演
説
）」『
太
陽
』
一
八
九
六
年
五
月
五
日
。

（
51
）	

志
賀
、
前
掲
書
、
二
頁
。

（
52
）	

志
賀
、
同
上
、
序
詩
。

（
53
）	

竹
越
與
三
郎
「
南
方
経
営
と
日
本
の
使
命
」『
太
陽
』
臨
時
増
刊
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
。
こ
う
し
た
鎖
国
観
は
大
正
期
以
後
も
維
持
さ
れ
る
。
南
洋
地
域
の
産
業
調
査
を
手
が
け
た

南
洋
協
会
（
一
九
一
五
年
設
立
）
理
事
吉
田
春
吾
は
、
古
来
よ
り
大
和
民
族
は
進
取
の
気
性
に
富
ん
だ
が
鎖
国
の
た
め
そ
れ
も
萎
え
、
以
後
「
桃
花
源
上
に
、
死
せ
る
平
和
を
喜
ん
で

い
」
る
だ
け
だ
っ
た
と
悔
悟
し
、
や
は
り
明
治
維
新
を
惰
眠
か
ら
の
覚
醒
と
み
な
し
た
。
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以
後
お
お
む
ね
一
〇
％
前
後
を
保
っ
た
が（
（5
（

、
南
進
論
者
も
人
口
増
加
へ
の
対
処
を
課
題
と
し
た
。
一
九
世
紀
後
半
は
社
会
進
化
論
（Social D

arw
inism

）

が
国
際
的
に
広
く
共
有
さ
れ
、
過
剰
人
口
は
問
題
で
あ
り
な
が
ら
文
明
の
証（

（5
（

で
も
あ
り
、
逆
に
人
口
減
少
は
「
生
存
競
争
場
裡
の
敗
北
者
と
な
る（
（5
（

」
こ
と
を

意
味
し
た
時
代
で
あ
る
。
そ
こ
で
対
外
移
民（

（5
（

が
社
会
的
に
奨
励
さ
れ
、
た
と
え
ば
志
賀
は “T
rue patriots, w

e are sure, W
ho left the country for 

‘country ’s good ”

（
（5
（ 

と
し
て
対
外
移
民
者
を
真
の
愛
国
者
と
し
て
い
る
。
こ
と
日
露
戦
争
前
後
に
黄
禍
論
が
隆
盛
す
る
と
、
豪
（
一
九
〇
一
年
に
白
豪
主
義

が
公
式
化
）・
加
（
〇
七
年
に
日
本
と
ル
ミ
ュ
ー
協
定
締
結
）・
米
（
〇
七
年
に
日
本
と
紳
士
協
定
締
結
）
な
ど
で
日
系
移
民
拒
絶
が
相
次
ぎ
、
移
民
先
と
し

て
南
米
あ
る
い
は
豪
を
除
く
南
洋
へ
の
注
目
が
社
会
的
に
も
強
ま
っ
た
。

　

四
・
二　

他
者
イ
メ
ー
ジ

―
経
済
的
好
機
に
溢
れ
日
本
人
の
拓
殖
を
待
望
す
る
「
未
開
」
の
熱
帯

　

右
の
よ
う
な
自
国
イ
メ
ー
ジ
を
共
有
し
た
明
治
期
南
進
論
者
に
と
っ
て
は
、
南
洋
そ
の
も
の
が
魅
力
的
な
土
地
で
も
あ
っ
た
。
第
一
に
、
同
方
面
の
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
将
来
性
が
見
込
ま
れ
た
。
た
と
え
ば
志
賀
に
お
い
て
は
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
へ
の
親
近
感
と
相
ま
っ
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
の
期
待
が
大
き
い
。
彼
は
将
来
的
に
パ
ナ
マ
運
河
が
開
通
し
た
後
、
太
平
洋
経
済
圏
が
活
性
化
す
る
だ
ろ
う
と
し
、
日
本
も
そ
の
一
大
機
会
に
乗
り

遅
れ
て
は
な
ら
ぬ
と
貿
易
家
に
奮
起
を
促
す
。
ま
た
同
時
期
、
田
口
卯
吉（

（5
（

も
、
東
方
（
パ
ナ
マ
運
河
）
と
北
方
（
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
）
の
輸
送
ル
ー
ト
の
発
達

か
ら
、
欧
州
と
極
東
地
域
の
経
済
的
一
体
化
が
進
展
し
、
太
平
洋
地
域
を
中
心
と
す
る
南
洋
地
方
が
国
際
経
済
の
中
心
に
な
る
と
予
測
し
た（

（6
（

。
も
と
よ
り
彼

は
士
族
授
産
問
題
に
関
心
が
あ
っ
た
が
、
効
果
の
あ
が
ら
な
い
北
海
道
開
発
に
比
し
て
「
南
洋
の
事
〔
開
発
〕
に
至
り
て
は
一
も
訪と

ふ
所
な
し（
（6
（

」 

と
自
信
を

み
せ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
上
の
好
機
と
い
う
要
因
に
加
え
、
第
二
に
、
南
洋
地
方
の
多
く
が
「
未
開
」
だ
と
い
う
点
か
ら
も
南
進
は
支
持
さ
れ
た
。
そ
し
て
白
色

人
種
の
現
地
へ
の
進
出
は
芳
し
く
な
く
、
現
地
住
民
も
日
本
人
の
拓
殖
を
「
待
望
」
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
た（

（6
（

。
明
治
以
後
、
市
井
の
日
本
人
が
地
理
的
に

イ
メ
ー
ジ
で
き
る
射
程
は
「
三
国
」（
日
本
・
中
国
・
天
竺
）
か
ら
東
西
南
北
方
向
へ
格
段
に
延
伸
し
た
が
、
そ
の
際
、
南
の
熱
帯
地
方
は
日
本
人
の
進
出
に

好
適
の
「
未
開
」
地
と
み
な
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
田
口
卯
吉
は
、
南
洋
地
域
に
て
「
我
が
日
本
人
民
に
し
て
土
地
を
買
入
れ
ん
と
欲
す
る
も
、
殖

産
を
興
さ
ん
と
欲
す
る
も
、
通
商
貿
易
を
行
は
ん
と
欲
す
る
も
、
実
に
自
由
な
り
制
限
す
る
所
な
き
な
り
」
と
言
い
切
り（

（6
（

、
現
地
住
民
も
日
本
人
の
開
発
を

待
望
し
て
い
る
と
し
て
い
る（

（6
（

。

　

こ
う
し
た
「
未
開
」
イ
メ
ー
ジ
は
、
江
戸
期
の
鎖
国
を
苦
々
し
く
思
う
明
治
期
南
進
論
者
の
進
取
の
性
と
混
ざ
り
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
志
賀
は
「
一
山
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一
水
の
間
に
跼き
ょ
く
せ
き蹐
し
て
〔
世
を
恐
れ
な
が
ら
暮
ら
し
て
〕
…
…
険
を
冒
し
危
を
踏
む
の
気
概
無
き
も
の
は
、
日
本
人
民
の
短
所
な
り（
（6
（

」
と
批
判
し
、
冒
険
心

を
高
め
る
よ
う
促
す
。
だ
と
す
れ
ば
、
い
か
な
る
土
地
に
い
か
な
る
人
間
が
居
住
し
て
い
る
か
を
想
起
し
や
す
い
中
国
・
朝
鮮
へ
赴
い
た
と
こ
ろ
で
、
冒
険

心
は
満
た
さ
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
心
象
風
景
と
し
て
は
「
未
開
」
で
あ
る
エ
リ
ア
へ
の
進
出
が
望
ま
し
た
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

日
露
戦
争
を
経
る
と
、
こ
う
し
た
「
未
開
」「
待
望
」
イ
メ
ー
ジ
に
加
え
、
人
種
的
に
白
人
よ
り
大
和
民
族
（
黄
色
人
種
）
の
ほ
う
が
熱
帯
地
域
で
の
活
動

に
優
れ
て
い
る
と
い
う
「
科
学
」
的
知
見
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
54
）	「
男
女
別
人
口
・
人
口
増
減
及
び
人
口
密
度
（
明
治
五
年
～
平
成
二
一
年
）」
な
ら
び
に
「
人
口
動
態
総
括
表

―
比
率
（
明
治
五
年
〜
平
成
一
六
年
）」。
総
務
省
統
計
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.stat.go.jp/data/chouki/02.htm

）
を
参
照
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
九
日
ア
ク
セ
ス
）。

（
55
）	

福
沢
諭
吉
「
人
口
の
繁
殖
」『
時
事
新
報
』
一
八
九
六
年
一
月
三
日
（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
一
五
巻
所
収
）。

（
56
）	

大
隈
重
信
「
日
本
民
族
の
膨
張
に
つ
い
て
」『
太
陽
』
臨
時
増
刊
、
一
九
一
〇
年
一
一
月
。

（
57
）	

過
剰
人
口
ゆ
え
の
対
外
移
民
増
大
は
欧
米
で
も
一
般
的
だ
っ
た
。
ル
ネ
・
ジ
ロ
ー
、
渡
辺
啓
貴
ほ
か
訳
『
国
際
関
係
史 

一
八
七
一
〜
一
九
一
四
年

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
外
交
、
民
族
と

帝
国
主
義
』
未
来
社
、
一
九
九
八
年
、
二
二
〇
〜
二
二
四
頁
〔René Girault, D

iplom
atie européenne: nations et im

périalism
es 1871-1914, M

asson, A
rm
and Colin, 

1995

〕。

（
58
）	

志
賀
、
前
掲
書
、
一
〇
二
頁
。

（
59
）	

田
口
の
外
交
論
を
経
済
的
自
由
主
義
に
基
づ
く
「
功
利
的
現
実
論
」
と
規
定
し
た
研
究
と
し
て
、
酒
井
『
近
代
日
本
外
交
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
秩
序
』、
第
一
章
。

（
60
）	

田
口
、
前
掲
論
文
。

（
61
）	

田
口
卯
吉
「
南
洋
経
略
論
」『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
五
一
三
号
、
一
八
九
〇
年
三
月
二
二
日
（『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
』
第
四
巻
所
収
）、
三
七
三
頁
。

（
62
）	

本
稿
で
扱
う
南
進
論
の
他
に
も
、
政
治
小
説
の
体
裁
を
と
っ
た
南
進
論
に
、
ロ
マ
ン
溢
れ
る
「
未
開
」
の
南
進
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
い
っ
そ
う
濃
厚
だ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
矢
野
竜
渓

『
浮
城
物
語
』
岩
波
文
庫
、
一
九
四
〇
年
（
初
出
一
八
九
〇
年
）。
押
川
春
浪
『
海
底
軍
艦
』
文
武
堂
、
一
九
〇
〇
年
。

（
63
）	

田
口
、
前
掲
論
文
、
三
七
三
頁
。

（
64
）	

田
口
卯
吉
「
南
洋
の
貿
易
」『
東
京
経
済
雑
誌
』
第
五
八
五
号
、
一
八
九
一
年
八
月
一
〇
日
（『
鼎
軒
田
口
卯
吉
全
集
』
第
四
巻
所
収
）、
三
九
九
頁
。

（
65
）	

志
賀
、
前
掲
書
、
一
〇
一
頁
。
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吾
人
の
聞
く
所
に
よ
れ
ば
、
欧
米
人
の
此
等
熱
帯
圏
内
の
群
島
に
在
る
も
の
、
十
数
年
に
し
て
其
の
体
疲
れ
脳
鈍
り
て
漸
く
用
ゆ
る
に
堪
え
ず
、
而
し

て
其
の
生
む
所
の
子
に
至
り
て
は
全
く
白マ

マ痴
な
り
…
…
然
る
に
我
が
日
本
人
と
清
国
人
と
は
…
…
居
る
と
二
十
幾
年
な
る
も
健
康
に
異
常
な
く
、
其
の

生
子
ま
た
活
発
に
し
て
怜
悧
也（

（6
（

。 

少
な
く
と
も
明
治
期
南
進
論
に
お
い
て
は
、
南
洋
と
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
人
の
発
展
先
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
、
客
体
た
り
続
け
た
と
い
う
の
が
適
切
だ
ろ
う
。

五　

考
察

　

前
節
ま
で
の
検
討
に
よ
り
、
明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想
の
様
相
と
対
外
進
出
の
正
当
化
の
あ
り
方
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
南
進
論
が

第
一
次
大
戦
前
後
を
境
に
急
進
性
を
帯
び
る
プ
ロ
セ
ス
を
簡
潔
に
確
認
し
た
上
で
、
明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想
を
総
括
す
る
。

　

明
治
以
降
の
日
本
は
、
日
清
戦
争
を
経
て
台
湾
を
獲
得
し
、
日
露
戦
争
を
経
て
一
等
国
意
識
が
定
着
し
た
後
韓
国
を
併
合
し
、
第
一
次
大
戦
を
経
て
旧
ド

イ
ツ
領
の
南
洋
群
島
（
内
南
洋
）
を
獲
得
す
る
と
い
う
帝
国
主
義
の
道
を
行
く
。
そ
う
し
た
現
実
の
外
交
路
線
と
軌
を
一
に
す
る
か
の
よ
う
に
、
大
正
期
に

か
け
て
南
進
論
は
急
進
性
を
強
め
た
。
た
と
え
ば
、
一
等
国
の
国
民
と
し
て
「
懶ら

ん
だ惰
」
な
南
洋
住
民
を
「
扶
掖
誘
導
」
す
る
の
は
日
本
人
の
「
天
職
」
だ（
（6
（

、

南
洋
と
い
う
故
郷
に
「
錦
を
着
て
帰
る（

（6
（

」
べ
き
だ
と
い
っ
た
主
張
が
広
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
と
お
り
、
大
正
前
期
の
南
進
論
は
日
本
の
大
国

意
識
を
顕
著
に
反
映
し
た
も
の
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
清
水
元
が
当
時
の
南
進
論
を
「
分
裂
症（

（6
（

」
と
評
し
た
と
お
り
、
依
然
領
土
的
拡
張
を
否
定
す
る
傾
向

に
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
の
ち
政
治
家
に
転
身
す
る
官
僚
鶴
見
祐
輔
が
南
洋
を
「
勢
力
圏
」
に
取
り
込
む
べ
き
と
し
つ
つ
、
こ
れ
は
経
済
的
は
け
口
（
後
背

地
）
を
意
味
し
領
土
的
獲
得
の
こ
と
で
は
な
い
と
あ
え
て
断
る（

（7
（

点
に
典
型
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
の
硬
直
化

が
進
み
、
海
軍（

（7
（

を
中
心
に
東
南
ア
ジ
ア
の
ゴ
ム
や
石
油
な
ど
の
資
源
要
因
が
い
っ
そ
う
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
南
進
論
は
「
生
存
圏
」
確
保
の
た
め

の
急
進
的
膨
張
主
義
へ
変
容
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
鶴
見
も
、
日
本
の
指
導
下
に
「
南
洋
全
地
域
の
政
治
的
経
済
的
文
化
的
の
根
本
的
変
革
」
を
説
く
に
至

り（
（7
（

、
こ
こ
で
は
も
は
や
領
土
的
拡
張
の
是
非
は
問
題
に
す
ら
な
っ
て
い
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
明
治
期
南
進
論
が
上
記
の
よ
う
に
変
容
を
と
げ
、
対
外
構
想
と
し
て
有
力
た
り
え
な
か
っ
た
背
景
と
し
て
い
か
な
る
も
の
が
見
い
だ
せ
る

か
。
第
一
に
、
こ
れ
は
既
存
の
国
際
秩
序
を
受
容
し
た
上
で
の
構
想
で
あ
り
、
そ
れ
を
急
進
的
に
覆
そ
う
と
す
る
現
状
変
革
主
義
（revisionism

）
は
と
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ら
な
い
と
い
う
点
で
穏
健
と
も
い
い
う
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
だ
け
国
際
秩
序
の
変
動
か
ら
の
影
響
に
対
し
脆
弱
だ
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
経
済
的
功
利
主

義
を
と
る
明
治
期
南
進
論
が
南
方
へ
の
経
済
的
発
展
を
論
じ
る
と
き
、
自
由
貿
易
主
義
に
代
表
さ
れ
る
開
放
的
な
国
際
経
済
シ
ス
テ
ム
下
で
公
正
な
経
済
競

争
が
行
わ
れ
る
と
い
う
点
を
前
提
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
期
南
進
論
の
議
論
が
展
開
さ
れ
た
一
八
八
〇
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
ま
で
の

間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
七
〇
年
代
よ
り
始
ま
る
「
大
不
況
」
期
を
受
け
て
経
済
的
開
放
性
が
相
対
的
に
減
じ
て
い
た
。
国
際
的
な
資
本
移
動
や
金
融
の
開
放

度
は
維
持
さ
れ
た
も
の
の
、
貿
易
面
で
は
関
税
の
大
幅
引
き
上
げ
な
ど
保
護
主
義
的
傾
向
を
強
め
て
い
た
の
で
あ
る（

（7
（

。
植
民
地
を
自
国
の
市
場
と
し
て
囲
い

込
む
こ
と
を
目
的
の
一
つ
と
し
た
帝
国
主
義
が
折
か
ら
の
趨
勢
で
あ
り
、
明
治
期
南
進
論
者
が
経
済
的
競
争
に
留
め
た
対
外
発
展
を
説
い
た
と
こ
ろ
で
、
そ

（
66
）	「
北
守
南
進
論
」（
社
論
）『
中
央
公
論
』
一
九
一
〇
年
五
月
号
（
原
文
で
は
「
白
痴
な
り
」
ま
で
〈
ヽ
〉、
以
後
〈
●
〉
の
圏
点
が
付
さ
れ
る
が
、
引
用
で
は
割
愛
）。
大
正
期
の
南
進
論

者
新
渡
戸
稲
造
も
、
熱
帯
で
の
活
動
に
適
す
る
の
は
日
本
人
か
中
国
人
で
、「
若
し
白
人
に
し
て
熱
帯
地
方
に
住
み
得
る
様
、
気
候
に
適
応
す
る
に
至
る
こ
と
あ
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
時

分
に
は
彼
等
は
最
早
白
皙
人
種
で
は
あ
る
ま
い
」
と
論
じ
た
（
新
渡
戸
稲
造
「
文
明
国
民
南
下
の
大
勢
」『
実
業
之
日
本
』
一
九
一
五
年
四
月
一
五
日
〔『
新
渡
戸
稲
造
全
集
』
第
四
巻
、

教
文
館
、
一
九
六
九
年
所
収
〕、
四
七
四
頁
）。
な
お
、
白
色
人
種
は
熱
帯
に
適
応
し
え
な
い
と
い
う
知
見
は
、
そ
も
そ
も
欧
米
の
近
代
地
理
学
に
お
い
て
も
根
強
い
知
見
で
あ
っ
た
。

D
avid H

ealy, U
S E

xpansionism
: The Im

perialist U
rge in 1890s, U

niversity of W
isconsin Press, 1970, ch. 12.

（
67
）	

副
島
八
十
六
『
帝
国
南
進
策
』
民
友
社
、
一
九
一
六
年
、
二
九
頁
。

（
68
）	

新
渡
戸
稲
造
「
文
明
の
南
進
」『
実
業
之
日
本
』
春
期
増
刊
、
第
七
号
、
一
九
一
五
年
。

（
69
）	

清
水
元
「
ア
ジ
ア
主
義
と
南
進
」
岩
波
講
座
『
統
合
と
支
配
の
論
理
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
、
一
〇
六
頁
。
日
本
精
神
神
経
学
会
は
二
〇
〇
二
年
よ
り
精
神
分
裂
病
を
公
式
的
に

統
合
失
調
症
と
い
う
呼
称
に
置
換
し
た
が
、
本
稿
は
原
文
が
発
表
さ
れ
た
当
時
の
用
語
法
を
尊
重
す
る
。

（
70
）	

鶴
見
祐
輔
「
我
民
族
発
展
地
と
し
て
の
南
洋
諸
島
」『
太
陽
』
一
九
一
八
年
八
月
一
日
。

（
71
）	

一
九
三
〇
年
代
の
海
軍
の
南
進
論
に
つ
い
て
は
、
波
多
野
、
前
掲
論
文
を
参
照
。

（
72
）	

鶴
見
祐
輔
「
南
洋
の
外
交
」『
大
南
洋
年
鑑
』
上
、
南
洋
団
体
連
合
会
、
一
九
四
二
年
（
龍
渓
書
舎
、
二
〇
〇
〇
年
復
刊
）、
四
四
二
〜
七
頁
。

（
73
）	

第
一
次
大
戦
ま
で
に
自
由
貿
易
政
策
を
維
持
し
え
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
オ
ラ
ン
ダ
の
み
で
あ
る
（
田
所
昌
幸
『
国
際
政
治
経
済
学
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八

年
、
六
六
頁
）。
な
お
日
本
も
ま
た
、
関
税
自
主
権
を
完
全
に
回
復
す
る
の
は
一
九
一
一
年
で
、
そ
れ
ま
で
は
五
％
の
関
税
率
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
。
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の
理
念
を
共
有
す
る
国
際
社
会
が
現
出
し
て
い
た
と
は
い
い
が
た
い
。
さ
ら
に
は
、
世
紀
転
換
期
に
日
本
人
移
民
へ
の
風
当
た
り
が
現
地
で
強
ま
っ
た
点
も

重
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
国
際
環
境
の
変
動
を
尻
目
に
、
日
本
は
植
民
地
帝
国
へ
の
道
程
を
行
っ
た
。

　

次
に
、
明
治
期
に
は
極
め
て
普
遍
的
な
こ
と
で
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
対
外
構
想
を
披
瀝
す
る
に
せ
よ
そ
の
人
間
は
熱
心
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
で
あ
り
、

明
治
期
南
進
論
者
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
。「
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン（

（7
（

」
と
し
て
祖
国
は
出
立
し
た
が
、
明
治
期
南
進
論
は
そ
の
乏
し
い
国

力
に
相
応
し
い
発
展
の
形
態
、
す
な
わ
ち
経
済
的
発
展
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
国
力
に
実
績
（
戦
争
で
の
勝
利
や
植
民
地
の
獲
得
）
が
伴
っ
て
く
る

と
、
そ
れ
に
相
応
し
い
政
治
的
・
軍
事
的
手
段
を
対
外
発
展
の
視
野
に
入
れ
る
の
も
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
は
至
極
当
然
だ
っ
た
と
も
い
え
る
。
こ
の

点
か
ら
、
大
正
・
昭
和
以
後
の
南
進
論
の
変
容
の
契
機
は
、
す
で
に
明
治
期
の
そ
れ
に
胚
胎
し
て
い
た
と
評
し
う
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
も
、
国
粋
主
義
者

志
賀
重
昂
が
欧
米
各
国
の
国
粋
（nationality

）
を
も
尊
重
し
、
実
業
家
渋
沢
栄
一
が
『
論
語
』
を
も
愛
し
た
と
お
り
、
本
稿
で
扱
っ
た
明
治
期
南
進
論
者

の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
自
己
完
結
型
と
い
う
よ
り
は
、
国
際
的
視
野
に
き
つ
く
裏
打
ち
さ
れ
て
い
た
点
は
無
視
し
え
ま
い
。

　

第
三
に
、
い
わ
ゆ
る
〈
商
先
海
陸
後
〉
の
規
範
的
な
「
海
権
」
観

―
自
衛
権
の
確
保
に
立
脚
し
た
海
軍
力
整
備

―
は
、
第
一
次
大
戦
期
ま
で
の
帝
国

主
義
の
時
代
に
あ
っ
て
、
軍
部
筋
の
支
持
を
調
達
し
が
た
か
っ
た
。
一
九
〇
七
年
の
帝
国
国
防
方
針
策
定
後
、
陸
軍
は
北
方
の
ロ
シ
ア
と
い
う
脅
威
、
海
軍

は
東
方
の
ア
メ
リ
カ
と
い
う
脅
威
を
事
実
上
の
仮
想
敵
国
と
み
な
し
続
け
た
が
、
陸
海
ど
ち
ら
か
ら
し
て
も
〈
商
先
海
陸
後
〉
の
「
海
権
」
観
は
絵
空
事
と

映
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
や
が
て
両
大
戦
間
期
に
は
軍
事
力
削
減
が
国
際
的
な
課
題
と
な
る
だ
け
に
、
あ
な
が
ち
こ
う
し
た
市
井
の
「
海
権
」
観
が

突
飛
に
す
ぎ
た
と
ま
で
評
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

最
後
に
、
明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想
の
分
析
か
ら
は
、
や
や
も
す
れ
ば
大
風
呂
敷
と
も
と
れ
る
地
理
感
覚
と
対
外
構
想
が
浮
か
び
上
が
っ
た
。
い
さ
さ

か
文
脈
は
異
な
る
が
、
政
治
思
想
史
家
の
橋
川
文
三（

（7
（

は
、
後
藤
象
二
郎
や
坂
本
龍
馬
と
い
っ
た
政
治
家
の
タ
イ
プ
を
「
海
洋
型
」
と
規
定
し
て
い
る
。「
大
陸

型
」
が
儒
教
的
思
弁
や
大
義
名
分
論
に
囚
わ
れ
る
の
に
対
し
、「
海
洋
型
」
は
機
会
主
義
的
か
つ
実
学
的
で
あ
る
。
前
者
が
政
治
を
権
力
争
奪
過
程
と
し
て
重

視
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
政
治
を
妥
協
と
屈
折
の
産
物
、
と
る
に
足
ら
な
い
権
勢
栄
誉
を
め
ぐ
る
抗
争
と
捉
え
る
。「
海
洋
型
」
の
坂
本
は
日
本
が
つ
ま
ら

な
け
れ
ば
海
外
に
新
天
地
を
求
め
ん
と
欲
し
、
後
藤
も
ま
た
米
国
の
大
統
領
に
で
も
な
る
か
と
放
言
し
た
。
明
治
期
南
進
論
に
も
、
こ
う
し
た
「
海
洋
型
」

の
豪
放
さ
や
機
会
主
義
に
付
着
す
る
い
か
が
わ
し
さ

0

0

0

0

0

0

が
な
い
と
は
い
え
ま
い
。
坂
本
は
さ
て
措
き
後
藤
の
そ
れ
は
、
政
府
内
敗
北
者
た
る
土
佐
藩
出
身
と
い

う
出
自
、
ま
た
明
治
期
南
進
論
の
そ
れ
は
、
旧
幕
臣
な
ら
び
に
維
新
の
勝
者
た
り
え
な
か
っ
た
藩
出
身
と
い
う
出
自（

（7
（

が
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
と
考
え

る
の
が
適
切
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
な
特
徴
も
あ
り
、
明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想
が
公
式
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
洗
練
化
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
一
九
世
紀
末
か
ら

盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
明
治
期
南
進
論
の
影
響
力
は
、
大
陸
方
面
へ
の
進
出
を
伴
い
な
が
ら
大
国
（
一
等
国
）
へ
の
階
梯
を
登
る
と
い
う
日
本
の
外
交
的
現

実
の
前
に
著
し
く
低
い
も
の
に
留
ま
り
、
や
が
て
構
想
そ
れ
自
体
も
変
容
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

六　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
一
八
八
〇
年
代
か
ら
第
一
次
大
戦
前
に
か
け
て
の
南
進
論
の
対
外
構
想
の
内
容
を
検
討
し
、
そ
れ
が
い
か
な
る
論
理
の
下
で
正
当
化
さ
れ
た

か
を
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
明
治
期
南
進
論
の
対
外
構
想
が
有
力
た
り
え
な
か
っ
た
背
景
を
考
察
し
た
。

　

公
式
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
難
か
っ
た
対
外
構
想
の
分
析
の
意
義
は
奈
辺
に
あ
る
か
。
お
そ
ら
く
明
治
期
南
進
論
の
歴
史
的
意
義
は
、「
海
国
」
と
し
て
の
自

国
を
強
く
意
識
し
た
上
で
、
そ
れ
に
相
応
し
い
発
展
の
あ
り
方
は
経
済
進
出
だ
と
確
信
し
、
後
世
か
ら
す
れ
ば
海
洋
国
家
論
の
理
念
型
と
も
い
う
べ
き
対
外

構
想
を
提
出
し
た
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
や
や
大
げ
さ
に
い
え
ば
、「
も
う
一
つ
の
日
本
」（unbuilt Japan

）
の
姿
が
そ
こ
か
ら
浮
か
び
上
が
り
も
す
る
。

そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
以
後
、
日
本
を
海
洋
国
家
と
規
定
し
た
対
外
構
想
は
、
経
済
立
国
、
自
衛
力
の
重
視
、
国
際
協
調
と
い
っ
た
点
に
お
い
て
明
治
期

南
進
論
が
柱
と
し
た
も
の
と
ほ
ぼ
同
一
の
要
素
か
ら
成
り
立
っ
た
。
海
洋
国
家
と
し
て
の
日
本
と
い
う
構
想
を
披
瀝
す
る
者
の
多
く
は
意
識
し
て
こ
な
か
っ

（
74
）	

白
石
隆
『
海
の
帝
国

―
ア
ジ
ア
を
ど
う
考
え
る
か
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
〇
年
、
第
三
章
。
白
石
は
、
東
南
ア
ジ
ア
の
新
興
近
代
国
家
群
を
指
し
て
そ
う
呼
称
す
る
。

（
75
）	

橋
川
文
三
「
明
治
期
マ
キ
ャ
ベ
リ
ス
ト

―
後
藤
象
二
郎
」
橋
川
文
三
・
後
藤
総
一
郎
編
『
権
力
の
素
顔
』
明
治
の
肖
像
・
第
四
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
七
〇
年
、
六
三
頁
。

（
76
）	

た
と
え
ば
、
本
稿
で
し
ば
し
ば
言
及
し
た
志
賀
重
昂
は
岡
崎
藩
出
身
で
あ
っ
た
。
ま
た
渋
沢
栄
一
は
徳
川
慶
喜
に
仕
え
て
い
た
し
、
田
口
卯
吉
は
幕
臣
の
子
で
あ
っ
た
。
維
新
の
「
敗

者
」
に
と
っ
て
の
明
治
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
山
口
昌
男
『「
敗
者
」
の
精
神
史
』
上
下
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
五
年
。
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た
が
、
そ
の
議
論
の
原
型
は
明
治
期
南
進
論
に
求
め
る
の
が
適
切
と
思
わ
れ
る
。

　
「
海
国
」
と
し
て
の
日
本
の
構
想
は
早
々
と
変
容
し
た
一
方
、
海
洋
国
家
と
し
て
の
日
本
の
構
想
は
、
高
度
経
済
成
長
を
伴
っ
た
公
式
的
な
経
済
中
心
路

線
を
い
わ
ば
追
認
す
る
機
能
を
担
っ
た
点
で
、
両
者
の
来
歴
は
異
な
る
。
戦
後
の
経
済
中
心
路
線
の
追
求
が
実
現
し
た
要
因
と
し
て
は
、
旧
来
の
急
進
的
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
求
心
力
を
大
幅
に
減
じ
、
日
米
安
保
を
基
軸
と
し
て
国
際
環
境
の
あ
り
方
が
日
本
に
有
利
な
か
た
ち
で
変
質
し
た
こ
と
を
挙
げ
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。

　

な
お
、
明
治
の
「
海
国
」
論
に
立
脚
し
た
経
済
的
南
進
論
も
、
一
九
六
〇
年
代
以
後
今
日
ま
で
の
海
洋
国
家
論
も
、
農
業
的
要
素
に
つ
い
て
は
副
次
的
に

扱
い
が
ち
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
都
市
的
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
瑞
穂
国
」
と
し
て
の
日
本
を
尊
重
す
べ
き
と
す
る
議
論
を
尻
目
に
、
商
工
の
振
興
と
輸
出

の
増
加
を
論
じ
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
や
Ｆ
Ｔ
Ａ
、
な
ら
び
に
一
帯
一
路
構
想
を
前
に
、
今
日
で
は
そ
う
し
た
議
論
と
の
折
り
合
い

を
い
か
に
付
け
る
か
が
、
海
洋
国
家
日
本
の
構
想
に
と
っ
て
の
試
金
石
に
な
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
か
。


